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（ 3 ）フリー Wi-Fiとタブレット端末，（ 4 ）LMS（学校向け授
業管理システム）連携，（ 5 ）モニタリングカメラとビデオ会議
システム，（ 6 ）大型壁面ホワイトボード（スクリーン兼用），（ 7 ）
マトリクススイッチャーの 7 点を挙げられています。小樽商科大






































































































































































































































TOEIC受験スコアの 1 年次時点と 3 年次時点，さらに大学院
受験時でのスコアを比較・検討いたしました。
その結果，2011年度入学生では 1 年次から 3 年次のスコアの伸
びが10%以上となっており，これは英語教育のカリキュラム変更
（単位認定においてTOEICスコアも考慮する，E-learningの導
入など）が大きく寄与していることがわかりました。しかしなが
ら，大学院入試の時点でのスコア平均は英語でのコミュニケー
ションが自由にできるレベルよりはやや低いという課題が明らか
になりました。また，今回のFDのように大学院前期課程で英語
を本格的に導入している授業（説明をすべて英語で行う）の見学
を過去に行った際の参加者の意見として，「外国人留学生が理解
しやすい」「日本人学生の英語力を伸ばせる」「英語でのプレゼン
テーションは有意義」などのメリットがある一方，「全教員が本
格的な英語導入を行うべきか疑問」「学生の英語の実力が足りな
いため，断念した」などのデメリットがあることが指摘されまし
た。そもそも「授業への英語の導入という意味が個々の教員によっ
て異なる」という点が明らかになり，2013年12月に学内の教員へ
のアンケート調査を実施いたしました。回収実数は50とやや少な
かったものの，具体的な意見を集めることができました。その要
点として図に示しましたが，すでに「英語資料の配付」「一部を
英語で板書・口頭説明」を合わせるとすでに 8 割の先生方が英語
を導入している回答となりました。「英語の導入は口頭説明を含
めたすべてを英語で行うもの」というイメージをお持ちの先生も
多いかと思いますが，英語の導入の意味を広く捉えるとすでに実
施されている事項が多いことがわかります。さらに，「英語での
授業実施の要請があった場合」については，口頭説明を実施され
るとの回答も多くあり，いくつかの条件はあるものの今後の英語
の導入に多くの示唆を得ることができました。ただし，「教員の
負担増」「日本語での教育が基本」「学部での英語レベル向上の必
要性」などの意見もありました。すでに大学院前期課程のシラバ
スの英語記述については全学的に実施されている状況ですが，「英
語の導入の方法」を中身を十分検討して，教員に負担の少ない方
法で段階的に英語の導入を進めることが必要と思われます。
全国の各大学がグローバル教育を進めつつある状況で，本学で
も今回のFDで見学させていただいた庭山聡美先生がご担当され
ている「環境有機化学特論」のように，本格的に英語を導入して
いる科目を核として，他の科目が様々な方法で英語を導入するよ
うな機運が高まればと個人的に感じております。最後になりまし
たが，今回のFDで授業見学を快くお引き受けいただいた庭山聡
美先生に深くお礼申し上げます。　
大学院前期課程での英語導入に関するアンケート調査結果
（2013年12月実施）  
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英語での授業実施の要請があった場合
大学院前期課程授業での英語の導入状況
今年度を振り返ると，少し違う方向性として本学の課題を正面からとらえた教育ワークショップの実施があげられま
す。今回はアクティブ・ラーニングと大学院に関する課題を取り入れました。アクティブ・ラーニングの方法の一つが
PBL型授業ですが，平成27年度からは，そのような要素を取り入れた授業が広範囲な学科で展開されるとのことです。
思えばここ数年以上に渡って，教育ワークショップや講演会を通じて，FDはその音の響きと共に教職員に浸透して
きました。本学教職員の活動にFDが生かされることを心に，今後も「室工大FD」が引き継がれていくことと思いま
す。次年度のさらなる本学の充実と躍進を願って，平成26年度最終のFDだよりをお届けしました。
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